
露出型固定柱脚工法「ハイベースNEO工法」

ハイベースNEO工法



鉄骨造用露出型柱脚「ハイベース」の特長

設計
容易

様々な型式を標準化
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ハイベースNEO工法の構成

高強度アンカーボルトと独自形状のベースプレートの組合せにより、
優れた耐震性能を発揮

⑥ベースプレート下⾯
モルタル

④ナット

③定着板

②⾼強度アンカーボルト
（アンボンドタイプ、紙管）
伸び能⼒ 有り

⑤座⾦

①ベースプレート
エコタイプ：鋼板製
Ｇタイプ ：鋳鋼製

柱
④ナット
ｴｺﾀｲﾌﾟ：ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄ＋ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆
Ｇﾀｲﾌﾟ：ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ
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ハイベースNEO工法 ラインナップ
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40年以上の販売実績を有する既製品露出柱脚の先駆者

日本建築センター

評定取得



エコタイプとＧタイプ

エコタイプ Ｇタイプ

形状

製法 鋼板製ベースプレート 鋳鋼製ベースプレート

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ
材質

板厚 40mm 以下 板厚 40mm 超 国土交通大臣認定取得材
HCW490b

(F=325N/mm2)
SN490B

(F=325N/mm2)
TMCP鋼

(F=325N/mm2)

規格 JIS G 3136
国土交通大臣
認定取得材

SN490B同等、鋳鋼材
MSTL-0404（2013/5取得）
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ベースプレート下面に凹面加工
せん断力を効果的にアンカーボルトに伝達



エコタイプとＧタイプ②

実験結果例(モーメント-回転角関係）

鋳鋼(Ｇタイプ)の方が鋼板(エコタイプ)よりもベースプレート変形小
→回転剛性（回転ばね定数）が高い
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鉄骨造用露出型柱脚「ハイベース」の特長

経済性
追求

Ｄｓ値割増不要
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従来品の解説

「2015年版構造関係技術基準書」
付図1.2-25 露出型柱脚を使った建築物の計算ルート別の設計フロー

（解説）

「保有水平耐力の確認では、柱脚の塑性変形に伴うスリップ化を考慮して、

1階のDS値を0.05程度割増すなどの適切な処置をとる必要がある。」

⑩1階のDsを0.05割増し

て保有水平耐力を確認

（柱及びはりの部材郡

としての種別がDの場合

は割り増ししない）

ルート 3  
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Ds値割増不要

ブレース

ハイベースNEO工法は、Ds値割増不要

Ds値割増不要の条件
・Ｑｕ≧1.1×Ｑｕｎ
（保有水平耐力が必要保有水平耐力の1.1倍以上）

・1層目が純ラーメン構造であること。

露出柱脚の
設計フローへ

ﾊｲﾍﾞｰｽNEO工法 設計ﾌﾛｰ

例1：X方向：ブレース構造
→Ds割増

Y方向：純ラーメン構造
→Qu≧1.1×Qun

例2：X･Y方向：ブレース構造
→Ds割増
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Ds値割増不要とならない型式

一方向偏心タイプ（BS型式） 二方向偏心タイプ(BC型式)
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ブレースがつかない場合でも

Ds値割増必要

・ＥＨ型式
・ＧＨ型式
・ＢＳ型式
・ＢＣ型式

【ＢＳ、ＢＣ型式とは】

柱位置を偏心させることで建物の有効スペースを
広げることが可能な製品（スーパーハイベース工法）

⇒



鉄骨造用露出型柱脚「ハイベース」の特長

柱形
設計

基礎柱形の設計
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設計ハンドブックのご紹介

・型式毎に基礎柱形断面を記載
（Fc21の場合）

・応力によりⅠゾーン、Ⅱゾーンに分別した
必要断面が記載

・主筋の定着長さ（Ｌｔ）
の確保が必要

・頂部の主筋フックは不要

※基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合の
必要断面を記載。
立上りがある場合はRC柱とみなし、各指針に
従い設計が必要。

設計ハンドブック抜粋
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2015年版構造関係技術基準解説書の設計フローにて追加

「2015年版構造関係技術基準書」
付図1.2-25 露出型柱脚を使った建築物の

計算ルート別の設計フロー

⑥⑭基礎コンクリート
の破壊防止等の確認

へり空き検討 圧壊検討 コーン状破壊検討

元々の考え方は30年以上前
の秋山先生の論文

「鋼構造露出型柱脚の強度と
変形」(AIJ論報集､1984.8)

フロー①では、アンカーボルトの定着検討に
ついて書いてあるので忘れずに。
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●基礎コンクリートの破壊防止等の確認



1)基礎コンクリートの破壊の防⽌
2)せん断破壊の防⽌
3)ベースプレートの破断の防⽌

→柱脚の安定した塑性変形能⼒を確保するため

【参考】
2007年版 建築物の構造関係技術基準解説書では、本⽂中に以下の検討

を⾏う必要があると記載されている。

●基礎コンクリートの破壊防止等の確認
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●基礎コンクリートの破壊防止等の確認

へり空き検討
（ベースプレート端部
の圧縮による破壊）

圧壊検討
（ベースプレート
偏圧による破壊）

割裂検討
（アンカーボルトのせん

断力による割裂）

Ac
a

q

局部支圧実験や柱脚実験から
破壊しないベースプレートや柱形の

設計方法を確立

実験結果等から評定取得

割裂を考慮するせん断耐力式

実験結果等から評定取得
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別途検討不要



各種対応

各種
対応

一貫構造計算プログラム対応

ハイベース検討システム
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各社構造一貫計算プログラムへの対応状況

・「Super Build / SS3/SS7」 ユニオンシステム株式会社

・「SEIN La CREA」 株式会社NTTファシリティーズ総合研究所

・「BUS-5/6」 株式会社構造システム

・「Build一貫Ⅳ+/Ｖ」 株式会社構造ソフト

・「Brain」 TIS株式会社

・「ASCAL」 アークデータ研究所 （敬称略、50音順）

各社一貫構造計算プログラムに対応済

ハイベースNEO工法の各型式のデータ（耐力、回転バネ）を組込済
ハイベースNEO型式を選択することで構造計算が可能。
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柱脚検討システムのご紹介

・各社一貫構造計算プログラムと連動

・一貫構造計算ソフトにて算出された
柱脚応力をインポート。
耐力図中に柱脚部の応力をプロットし
個別検討が可能。

・基礎柱形鉄筋量ゾーンの判定
柱形サイズの変更にも対応

・せん断耐力ＮＧの場合の対処方法を
検討可能。

・検討結果を印刷し検討書として利用可能柱脚検討システム 画面イメージ
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ルート3の場合、終局マニュアル
その他の場合、終局⾃動計算

ハイベース検討システム手順

検討結果の確認

検討結果⼀覧
ダブルクリックで
柱脚形式の選択
画⾯へ

選択柱脚の
応⼒表

検討書印刷
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ハイベース検討システム手順

柱脚形式の選択画⾯ 柱形仕様

柱形仕様の変更が可能
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ハイベース検討システム手順

せん断ＮＧ箇所の検討

せん断の判定がＮＧの箇所をクリック

対処⽅法をチェック
・アンカーボルトのせん断
耐力に期待する方法
・スラブコンクリートへの
支圧抵抗に期待する方法
（設計ハンドブックP.30）

せん断処理を⾏う⽅向を
チェック
当該の⽅向にスラブ等が存在
することを確認してください
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その他の技術資料

ホームページからＣＡＤデータ等がダウンロード可能

・設計施工標準図

・ベースプレート等部品図

・配筋収まり例

・基礎柱形設計例

・認定書、評定書

・カタログ

・ハイベース検討システム
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配筋収まり例

・型式毎に断面寸法も掲載。
・基礎深さや地中梁せいの
ご決定時の目安に。

（参考）
地中梁下端筋の干渉に
ご注意ください。

・地中梁幅寸法
ご決定の目安に。

・配筋ご検討時の
データ活用に。

23



ご清聴ありがとうございました。


